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業況判断（ＢＳＩ）

〔卸売業〕 売上高と商品在庫（ B S I ）

〔卸売業〕収益・商品仕入価格・商品販売価格（ B S I ）

▲20.7▲20.7

▲7.4▲7.4

▲11.1▲11.1

▲32.1▲32.1

商品在庫
 （増加―減少）
商品在庫

 （増加―減少）

売上高
 （増加―減少）

売上高
 （増加―減少）

「悪くなった」とする企業割合

▲21.4▲21.4

▲10.8▲10.8

▲18.9▲18.9

▲13.8▲13.8

卸売業BSI卸売業BSI

小売業BSI小売業BSI
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0.0
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仕入価格
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販売価格
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15年
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17年
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見通し

14年
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▲11.1
（仕入）
▲11.1
（仕入）

「よくなった」とする企業割合

卸売業はやや悪化、小売業は横ばい
◎業況判断
【今期】『卸売業』の業況判断BSI は、前期比４．１ポ
イント低下の▲１３．８、『小売業』の業況判断BSI は
同１．７ポイント上昇の▲１８．９と、『卸売業』はやや悪
化、『小売業』はほぼ横ばいとなった。秋口の気温
が平年より高く推移したこと等により、衣料品や季
節用品の販売が振るわなかったことが要因として考
えられる。
BSI の内訳をみると、『卸売業』では「よくなっ

た」と回答した企業は前期比２．６ポイント減の１０．３％
となった。一方、「悪くなった」は、同１．５ポイント
増の２４．１％、「変わらない」は、同１．０ポイント増の
６５．５％であった。『小売業』では、「よくなった」と
回答した企業は、前期比９．３ポイント減の５．４％と
なった。一方、「悪くなった」は、同１１．０ポイント
減の２４．３％、「変わらない」は、同２０．３ポイント増
の７０．３％であった。
【来期】『卸売業』の業況判断BSI は、今期比７．６ポ
イント低下の▲２１．４、『小売業』の業況判断BSI は
同８．１ポイント上昇の▲１０．８と改善する見通しであ
る。１１月以降の気温の低下等により『小売業』では
来期も改善傾向が続くと見込まれている。

◎卸売業：売上高と商品在庫
【今期】売上高BSI は、前期比２３．９ポイント低下の
▲２０．７と大幅に悪化した。商品在庫BSI は、同３．８
ポイント低下の▲７．４となった。
【来期】売上高BSI は、今期比１１．４ポイント低下の
▲３２．１となる見通しである。また、商品在庫BSI
は、同３．７ポイント低下の▲１１．１となる見通しであ
る。

◎卸売業：収益・商品仕入価格・商品販売価格
【今期】収益BSI は、前期比３３．８ポイント低下の
▲２４．１と大幅に悪化した。また、商品仕入価格BSI
は、同３．５ポイント低下の±０．０となった。商品販売
価格BSI は同０．５ポイント低下の▲１４．８となった。
【来期】収益BSI は、今期比４．５ポイント低下の
▲２８．６となる見通しである。また、商品仕入価格
BSI は、同１１．１ポイント低下の▲１１．１、商品販売価
格BSI は同３．７ポイント低下の▲１８．５となる見通し
である。

卸・小売業 （６６社）

― ５ ―
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66.766.7

71.271.2

24.224.2

30.330.3

実施せず実施せず

実　施実　施

37.1
（仕入）
37.1
（仕入）

5.7
（販売）
5.7

（販売）

31.4
（販売）
31.4
（販売）

8.6
（仕入）
8.6

（仕入）

0.0
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0.0

（収益）

▲5.4
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販売価格（上昇―下降）販売価格（上昇―下降）

〔小売業〕売上高と商品在庫（ B S I ）

〔小売業〕収益・商品仕入価格・商品販売価格（ B S I ）

設備投資実施割合
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経営上の問題点（％）

0 20 40 60 80 100
売上不振 競争激化 人材不足 人手不足
単価低下 仕入高騰 人件費増 その他

◎小売業：売上高と商品在庫
【今期】売上高BSI は、前期比２４．１ポイント上昇の
▲５．４と改善した。商品在庫BSI は、同２４．４ポイン
ト上昇の▲２．８となった。
【来期】売上高BSI は、今期比８．１ポイント低下の
▲１３．５と悪化する見通しである。商品在庫BSI は、
同５．８ポイント低下の▲８．６となる見通しである。

◎小売業：収益・商品仕入価格・商品販売価格
【今期】収益BSI は、前期比１１．８ポイント上昇の
±０．０と改善した。商品仕入価格BSI は、同２５．０ポ
イント上昇の＋３７．１、商品販売価格BSI は、同
２５．１ポイント上昇の＋３１．４となった。
【来期】収益BSI は、今期比５．４ポイント低下の
▲５．４と悪化する見通しである。商品仕入価格BSI
は、同２８．５ポイント低下の＋８．６、商品販売価格
BSI は、同２５．７ポイント低下の＋５．７となる見通し
である。

◎設備投資実施割合
【今期】実施企業の割合は、前期比１．１ポイント増の
３０．３％となった。業種別では『卸売業』は前期比５．１
ポイント減の２０．７％、『小売業』は同５．４ポイント増
の３７．８％となっている。設備投資の内容をみると、
『卸売業』は「補修・更新」とする割合が５０．０％と
最も高く、「合理化・省力化」「研究開発」「その他」
がそれぞれ１６．７％となった。『小売業』では「補修・
更新」とする割合が４２．９％と最も高く、以下、「生
産能力の拡大・売上増加」「事業転換・経営多角化」
がともに２１．４％の順となっている。
【来期】実施予定企業の割合は、今期比６．１ポイント
減の２４．２％となる見通しである。業種別では『卸売
業』が今期同水準の２０．７％、『小売業』は今期比１０．８
ポイント低下の２７．０％の見通しとなっている。
設備投資の内容をみると、『卸売業』は「補修・

更新」とする割合が６６．７％と最も高く、「研究開発」
「その他」がともに１６．７％となっている。『小売業』
では「補修・更新」とする割合が６０．０％と最も高く、
以下、「事業転換・経営多角化」が２０．０％、「生産能
力の拡大・売上増加」「その他」がともに１０．０％の
順となった。

◎経営上の問題点
経営上の問題点については、「売上不振」が４７．６％
と最も多く、以下、「競争激化」が２２．２％、「人材不
足」が１１．１％の順となった。

― ６ ―
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業況判断（ＢＳＩ）

売上高と収益（ B S I ）

「よくなった」とする企業割合

「悪くなった」とする企業割合

0.00.0

▲12.5▲12.5

6.16.1 6.26.2

3.03.0
▲6.2▲6.2

17.217.2

3.33.3

売上高
（増加―減少）

売上高
（増加―減少）

収　益
（増加―減少）
収　益

（増加―減少）

B S IB S I

雇用者数の現状
（過剰―不足）
雇用者数の現状
（過剰―不足）

所定外労働時間
（増加―減少）
所定外労働時間
（増加―減少）

▲41.4▲41.4
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14年
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マイナス水準を脱する
◎業況判断
【今期】業況判断BSI は、前期比２１．２ポイント上昇
の±０．０と２期連続で改善し、８期ぶりにマイナス
水準を脱した。前回調査における２０１６年Ⅳ期の見通
し（▲１５．６）と比較すると、１５．６ポイントの上方修
正となった。
BSI の内訳をみると、「よくなった」と回答した
企業は前期比６．０ポイント増の１２．１％、「変わらな
い」は同９．１ポイント増の７５．８％、「悪くなった」は
同１５．２ポイント減の１２．１％となった。
【来期】業況判断BSI は、今期比１２．５ポイント低下
の▲１２．５と、悪化する見通しである。
BSI の内訳をみると、「よくなる」と回答した企
業は今期比０．４ポイント増の１２．５％、「変わらない」
は同１３．３ポイント減の６２．５％、「悪くなる」は同１２．９
ポイント増の２５．０％となる見通しである。
業況判断BSI は、今期は２期連続で改善してマ

イナス水準を脱し、後述のとおり売上高BSI や収
益 BSI も改善するなど、景況感は改善している。
一方で、来期の業況判断BSI は悪化する見通しと
なっており、公共工事の発注動向などについて慎重
な見方をする企業が多いとみられる。

◎売上高と収益
【今期】売上高BSI は前期比３３．４ポイント上昇の
＋６．１、収益BSI は同１８．１ポイント上昇の＋３．０と、
ともに改善した。
【来期】売上高BSI は、今期比０．１ポイント上昇の
＋６．２となる見通しである。また、収益BSI は同
９．２ポイント低下の▲６．２と悪化する見通しである。

◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】所定外労働時間BSI は、前期比９．４ポイン
ト上昇の＋３．３となった。また、雇用者数の現状
BSI は、同５．０ポイント低下の▲４１．４となった。
【来期】所定外労働時間BSI は、今期比１３．９ポイン
ト上昇の＋１７．２となる見通しである。

建 設 業 （３３社）

― ７ ―
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設備投資実施割合

資金繰りと金融機関からの借り入れ（ B S I ）
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経営上の問題点（％）

0 20 40 60 80 100

競争激化 単価低下
人員過剰 その他

売上不振 人手不足
人材不足 仕入高騰

◎資金繰りと金融機関からの借り入れ
【今期】資金繰りBSI は、前期比３．９ポイント上昇
の＋１０．０となった。また、借り入れBSI は、同６．５
ポイント上昇の＋３．３となった。
【来期】資金繰りBSI は、今期比２０．３ポイント低下
の▲１０．３と悪化する見通しである。また、借り入れ
BSI は、同３．３ポイント低下の±０．０となる見通しで
ある。

◎設備投資実施割合
【今期】実施企業の割合は、前期比１２．１ポイント減
の１８．２％となった。
実施企業の投資目的をみると、「補修・更新」が

８３．３％と最も多く、「生産能力の拡大・売上増加」が
１６．７％となっている。
【来期】実施予定企業の割合は、今期比３．０ポイント
増の２１．２％となる見通しである。
実施予定企業の投資目的をみると、「補修・更新」

が７１．４％と最も多く、「生産能力の拡大・売上増加」
「福利厚生」がともに１４．３％となっている。

◎経営上の問題点
経営上の問題点については、「売上不振」が４４．８％
と最も多く、次いで「人手不足」が２０．７％、「競争
激化」が１７．２％、「販売受注単価低下」「人材不足」
がともに６．９％、「原材料仕入価格高騰」が３．４％と
なった。前回調査と比べると、「人手不足」の割合
が上昇している。

公共工事の動向について、西日本建設業保証の７
月から９月までの保証取扱動向（請負金額）でみる
と、前年同期比８．０％増となった。１０月単月では、
大分川ダム関連工事の発注などにより、前年同月比
４４．９％増となっている。なお、今年度の累計（４
月～１０月）では、前年同期比１０．９％減となっている。
また、住宅投資の動向について、７月から９月ま

での新設住宅着工戸数でみると、持家、貸家、分譲
住宅（含むマンション）の全てで減少し、全体では
前年同期比９．３％減の１,８１１戸となった。１０月単月の
着工戸数は、前年同月比１５．８％増の６７５戸となって
いる。なお、今年度の累計（４月～１０月）では、前
年同期比６．５％増となっている。

― ８ ―
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２期ぶりに悪化
◎業況判断
【今期】業況判断BSI は、前期比２３．７ポイント低下
の±０．０と２期ぶりに悪化した。前回調査における
２０１６年Ⅳ期の見通し（▲５．２）と比較すると、５．２ポ
イントの上方修正となった。
BSI の内訳をみると、「よくなった」と回答した

企業は前期比１４．５ポイント減の２５．０％、「変わらな
い」は同５．３ポイント増の５０．０％、「悪くなった」は
同９．２ポイント増の２５．０％であった。
サービス業のうち観光関連の１８社をみると、「よ
くなった」と回答した企業は２７．８％、「悪くなった」
は２２．２％となっており、前期と比較し、「良くなっ
た」と回答した企業の割合が３３．３ポイント減と大幅
に低下した。１０月以降も「九州ふっこう割」が継続
しているものの、割引率が縮小しており、観光動向
に影響しているとの回答もあった。観光関連以外
（２０社）では、「よくなった」と回答した企業が
２２．７％、「悪くなった」が２７．３％であった。
【来期】来期の業況判断BSI は、今期比１７．５ポイン
ト低下の▲１７．５と悪化する見通しである。
内訳をみると、「よくなる」と回答した企業は今

期比１５．０ポイント減の１０．０％、「変わらない」は同
１２．５ポイント増の６２．５％、「悪くなる」は同２．５ポイ
ント増の２７．５％となる見通しである。

◎売上高と収益
【今期】売上高BSI は前期比４１．１ポイント低下の
▲１７．５、収益BSI は同２３．５ポイント低下の▲２．５と
なり、ともに大幅に悪化した。
【来期】来期の売上高BSI は今期比５．０ポイント上
昇の▲１２．５と改善する見通しであるが、収益BSI
は同１７．５ポイント低下の▲２０．０と、さらに悪化する
見通しである。

◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】所定外労働時間BSI は、前期比１０．３ポイン
ト低下の▲５．１となった。また、雇用者数の現状
BSI は、同１２．２ポイント低下の▲４１．１となった。
【来期】所定外労働時間BSI は、今期比１２．９ポイン
ト低下の▲１８．０となる見通しである。

サービス業 （４０社）

― ９ ―
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資金繰りと金融機関からの借り入れ（ B S I ）
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◎資金繰りと金融機関からの借り入れ
【今期】資金繰りBSI は、前期比３５．８ポイント上昇
の＋８．１となった。借り入れBSI は同２．９ポイント
低下の＋２．９となった。
【来期】資金繰りBSI は、今期比１３．５ポイント低下
の▲５．４、借り入れBSI は同８．６ポイント低下の
▲５．７となる見通しである。

◎設備投資実施割合
【今期】設備投資実施企業の割合は、前期比５．７ポイ
ント増の４２．５％であった。
投資目的別にみると、「補修・更新」が６４．７％と
最も多く、次いで「合理化・省力化」が１１．８％、「生
産能力拡大・売上増加」「研究開発」「事業転換・経
営多角化」「その他」がそれぞれ５．９％となっている。
【来期】来期、設備投資を予定している企業の割合
は、今期比７．５ポイント減の３５．０％となる見通しで
ある。
投資目的別にみると、「補修・更新」が５０．０％と

最も多く、次いで「生産能力拡大・売上増加」が
２１．４％、「事業転換・経営多角化」が１４．３％、「合理
化・省力化」「研究開発」がともに７．１％となってい
る。

◎経営上の問題点
経営上の問題点については、「売上不振」が３４．２％
と最も多かった。次いで「人材不足」が２３．７％、「人
手不足」が１８．４％、「競争激化」が１０．５％、「販売受
注単価低下」が７．９％、「人員過剰」「人件費増」が
ともに２．６％であった。
前期から引き続き「売上不振」の割合が低下して

いる一方、人材・人手不足を経営課題に挙げる企業
の割合が高まっている。

県内の観光動向について、大分県観光統計調査
（７月～９月）の宿泊者数をみると、前年同期比
０．６％減と微減となっており、九州ふっこう割等の
支援策により、観光客数は回復傾向にある。その内
訳は、国内客が同１．６％減、外国人客が同９．１％増
で、外国人観光客は既に前年を上回る水準となって
いる。
なお、１０月単月では、宿泊者数は前年同月比

１．０％減であり、内訳をみると、国内客が同２．６％
減、外国人客が同８．９％増となっている。
これまで各種支援策が県内観光を下支えしてきた

ものの、九州ふっこう割が終了する１月以降の反動
が懸念されるため、観光関連企業を中心に、来期の
業況判断BSI は低下する見通しとなっている。

― １０ ―



B S I とは

ＢＳＩとは “Business　Survey　Index” の略

　企業経営者の業況に関する判断や景気見通しを “よくなる・よくなった”、“変わらない”、

“悪くなる・悪くなった” という３つの形式で回答を求め、これを数値であらわしたもので

ある。

　ＢＳＩは次の数式で求められる。

①〔よくなる〕＋〔変わらない〕＋〔悪くなる〕＝100％とする

②〔変わらない〕の回答分を除く

③ ＢＳＩ＝〔よくなる〕－〔悪くなる〕

ＢＳＩが前期を上回れば景気は改善、前期を下回れば悪化という見方をする。
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調査の概要

　当調査は、大銀経済経営研究所、大分信用金庫、大分県
産業創造機構の三者合同によるアンケート調査である。

◎調 査 時 点 　　平成28年11月20日
◎調査の内容
　・自社の景況の実績と見通し
　・売上高と収益の実績と見通し
　・設備投資実施割合
　・経営上の問題点など
◎調 査 対 象
　・県内に本社または出先事業所を有する企業460社
◎回答企業数 　　 238社
　・回答率 　　 51.7％
　・規模別割合
　　　資本金１千万円未満・個人  8.0％
　　　資本金１千万円～１億円未満 62.2％
　　　資本金１億円以上 15.1％
　　　無回答 14.7％


